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学びを支える 

所長   中村 礼子 

５月２８日（火）に開催しました「教育相談コーディネーター研修」は、集合研修の形で行いました。

研修では、こども発達支援センター、こども家庭センター、児童相談所、法務少年支援センター、東部少

年サポートセンターなど各関係機関の役割や取組説明の後、グループに分かれてスクールソーシャルワー

カー（ＳＳＷ）といっしょに「ケース会議」の演習をしました。 

参加者は、事例について児童生徒の背景について理解しながら、教頭・学年主任・担任・教育相談コー

ディネーターなどの役になり、具体的な支援について意見を出し合いました。各グループでスクールソー

シャルワーカーがコーディネーターとなり実際にアセスメントすることで、参加者はケース会議について

理解を深めることができました。今回の研修内容を、各校の児童生徒の状況に応じてスクールソーシャル

ワーカーや関係機関と連携しながら、自校での実践に生かすことを期待しています。 

 さて、鳥取市内小・中・義務教育学校における不登校児童生徒数は、近年増加傾向が続いていますが、

今年度、今のところ新規の不登校児童生徒数は抑えられています。改めて、各学校の特色を生かした取り

組みの中で、児童生徒と向き合い、温かく見守り、ときには一緒に悩みながらさまざまな支援に取り組ん

でいる学校の日々の営みに深く感謝申し上げま

す。総合教育センターでは、教職員研修のほか

に、サポートルームやオンラインサポートルー

ムの運営はじめ、認定フリースクールとの連携

など、不登校児童生徒の支援を行っています。

これからも各学校の取組と重なり合いながら、

児童生徒一人一人の学びを支える取組を推進し

ていきます。 
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   研修企画係 

今年度は初任者として２７名の教諭、４名の養護教諭を新たに迎え、３か月が過ぎました。各学校では校内ＯＪＴで初任者

をはじめ若手教職員の育成に取り組んでいただいています。 

鳥取市では、初任者・新規採用養護教諭を対象とした集合研修を４月に実施し、５月中旬からはそれぞれの学校の訪問

も行いました。県外出身者も多い中、若手教員にとって職務遂行に係る研修もですが、横のつながりをつくることも大事だ

と考えています。そのため初任者研修、新規採用養護教諭研修は会場に集合して研修を実施する予定です。 

また、各校で実施されるメンター研修では、初任者を中心に据え、若手教職員がメンターとなって実施していただいてい

ます。学校からは、お互いが普段考えていることやこれまでの経験から意見交換を行うことで新たな気づきや学びが生ま

れ、初任者だけでなくメンターにとってもよいという嬉しい報告もいただいています。今後も各校でメンター研修を含め、初

任者育成に向けた取組を進めていただきたいと思います。 

初任者研修①（集合研修） 

中心市街地散策では、グループに分かれ

て、仁風閣や樗谿公園などを散策し、様々な

観光地などをめぐることを通して、鳥取市の

魅力を感じることができたようです。また４

月から先生として働き始め、感じているやり

がいや悩みなどについても話し合い、横のつ

ながりも深まりました。 

≪初任者の声≫ 

○初任者と触れ合える機会がなかなかないため、今回のような

グループワークがあると、仲が深まるだけでなく、様々な人

の見方・考え方を知ることができて良かったです。 

〇この研修を経て、同期との絆を確かめることができ、私と同

じ悩みをもっていたり、解決策を提示してくれたりと、頼れ

る仲間ができた気分でした。 

〇鳥取県を愛する児童の育成のためにも、自分が鳥取県の魅力

を知り、児童に魅力を伝えられるようになりたいと思いまし

た。 

初任者研修②

初任者研修②・新規採用養護教諭研修として「初任者学

校訪問」を行っています。採用されて３か月、試行錯誤し

ながら学習指導・学級経営に取り組んでいるフレッシュな

姿が光っています。笑顔で子どもたちに接しながら、日々

児童生徒理解に努めていました。 

日々子どもたちと向き合う中で、どのような発問が子ど

もたちの思考を深めるのか、どのような活動をすることで

ねらいにせまれるのか、1 時間の学習の終わりに望む具体

的な子どもの姿とはどのような姿なのか指導を受けながら

授業実践をしておられました。 

学校ではどの学校でもメンター研修だけでなく、若手教

員育成に向けた支援体制がしっかりととられていました。

今後も校内外の研修を活用しながら、初任者を含む若手教

職員育成に向けた取組をお願いします。 



 鳥取市教育委員会では、不登校や不登校傾向の児童生徒の学びの場として、サポートルームを設置していま

す。サポートルームでは、学校と連携しながら、通っている児童生徒の状況に合わせて学習を支援したり、様々

な社会体験・自然体験などを通して、人とのかかわりを作ったりしています。通っている児童生徒の状況によっ

て、利用時間や活動内容を選択できるようにし、学校復帰や社会的自立ができるように支援しています。 

 本コーナーでは、サポートルームの活動内容（１日の流れや特色など）を紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

サポートルームってどんなところ？ 

午前中は、５０分間×２コマを自

分で決めた教科内容に沿って自

主学習を行います。パーテーショ

ンで区切るなど、個人の状況に合

わせてスペースの工夫もしてい

ます。 

生活体験を広げるとともに、集団で活動することを

通して、集団への適応力や社会性を養うことを目的

としています。木曜日は体育館を利用したスポーツ

活動です。 

地域の社会施設や人材を活用し自然や社会、人との

ふれあいを重視した体験を通して地域のよさを感じ

たり、人との関わり方や社会性を培ったりすること

を目的としています。 

個別学習 

学び合い活動学習（月・水・木曜の午後） ふれあい活動（原則毎週火曜日） 



 



 

 


